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近年日本では局地的大雨に伴う浸水被害が頻発しており，代表者らはこれまで人間活動の与える

影響を取り込んだ新しい雲解像気象モデル（CReSiBUCver2.4.4；Souma et al., 2013）1を開発し，降水

予測精度の改善に取り組んできた．局地的大雨の原因となる積乱雲は，近年急速に人口集中が進む

他国のアジアのメガシティにおいても，都市河川での急激な水位上昇や浸水により大きな被害をも

たらしている．そのため日本のみならず，他のアジアメガシティにおいても代表者らが開発してき

た雲解像気象モデルを短時間強雨予測に活用できる可能性がある． 

以上を踏まえて，本研究では日本における都市活動情報推定手法を高度化するとともに，近年急

速に都市化が進行するインドネシア・ジャカルタ市を対象に都市活動情報推定手法を新たに構築す

る．さらに，深層学習手法等と組み合わせてアジアメガシティにおける水災害被害軽減と住環境改

善に役立てる方策を検討する． 

本研究課題では平成 30 年度より，深層学習手法（畳み込みニューラルネットワーク；CNN2)）を

用いて雲解像気象モデルの出力を補正し降水量を予測する手法3)を構築してきた．CNN とは，人間

の視神経を模して，パターンを認識するフィルタとして機能する畳み込み層と，パターンのずれを

吸収する役割を持つプーリング層を組み合わせて構成されたニューラルネットワークである． 

平成 31 年度にはその補正手法ついて，ショートカット接続を含む CNN（U-Net）4)を取り入れる

改良を行った5)．CNN では畳み込みを行う際に情報が平滑化される欠点があるが，U-Net では，エン

コーダー（畳み込みを行う層）とデコーダー（畳みこまれた情報を元の解像度に戻す層）を経由し

て平滑化された情報と同時に，ショートカット接続によりエンコーダの途中から空間解像度の高い

情報を伝達した学習を可能としている． 

改良した補正手法について，代表者らが構築してきた雲解像気象モデル（CReSiBUC）による 2001

年 8 月の京阪神地方における気象予測実験結果（髙山ら，2016）6)に適用した．補正手法への入力デ

ータとして雲解像気象モデルによる地上付近の降水量と鉛直風速予測結果を用いた．入力データと

同時刻の気象庁解析雨量について，入力データと同一メッシュに最近隣法を用いて内挿したものを

目標出力として用いた．補正前後の降水量 2 次元分布について気象庁解析雨量と比較した． 

その結果，台風のように空間スケールの大きな降水事例では，通常の CNN を用いた補正手法では

補正しきれなかった 5mm/hr～10mm/hr，及びそれ以上の降水がみられる領域について改善がみられ，

U-Net 導入の有効性が示された．しかし局地的な降水の事例では依然としてさらなる改良が必要と考

えられる． 
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